
 

『 ドキ読み 』  ～家読（うちどく）～ 

田代小学校では、子どもたちが家で読書をする『家読（うちどく）』を

『ドキ読み』と命名し、活動をすすめています。読書を通して家族とのコミュニケー

ションをより深くし、ドキドキ、ワクワクする本の世界を共有しませんか？ 

家族で一緒に感想を語り合い、本をすすめあってみてください。読書体験を共有す

ることで生活リズムの向上にもつながります。ぜひ、テレビを消して家族が寄り添い

ながら『ドキ読み』をしてみてください。 

 

 

≪ ドキ読みの約束 ≫ 

１ 毎月１０日・２０日・３０日（０の付く日）です。 

２ １日２０分を目安に読みましょう。 

３ テレビなどを消して、静かな環境で読みましょう。 

４ 年齢にあったスキンシップをとりながら読みましょう。 

５ 読んだ本について家族で話しましょう。 

６ 学校から配付する『いちょうカード』に読んだ本の題名

と感想などを記入していただけたら嬉しいです。 
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「雨ふる本屋の雨ふらし」 日向 理恵子 

「雨ふる本屋」の続きのお話。ルウ子が妹のサラと呪文を唱えて、

雨ふる本屋に行くところから物語が始まります。 

作家の幽霊に冒険好きの男の子（本当は青い鳥なのだけど…）、店

長のドードー鳥など、面白い人？がたくさん登場します。本屋を壊し

まくっているミスター・ヨンダクレが、ついに雨ふる本屋に！ハラハ

ラ、ドキドキ…結末は？ 

 


